
北名古屋市の未来を考える

　私たちの住む北名古屋市が、誰にとっても暮らしやすく、潤
いのある豊かなまちであって欲しいと思うのはすべての市民の
願いです。そこで市民自らが行う公益社会貢献事業を支援する
ため、市民が主体となって行う公益社会貢献事業を募集します。
　補助金交付の採択は、選考委員会により、審査、選考されま
す。
　ぜひこの補助金をご活用ください。

明治 22 年（1889 年）
訓原村（高田寺、久地野、二
子、能 田、井 瀬 木、片 場）、
六ツ師村、熊之庄村（熊之庄、
薬師寺）、鹿田村の４村が誕
生

明治 39年（1906年）
３村が合併し西春村が誕生

昭和 38年（1963年）
町制施行により西春町が誕生

明治 33 年（1900 年）
薬師寺が五条村となる
明治 39 年（1906 年）
４村が合併し師勝村が誕生

昭和 36 年（1961年）
町制施行により師勝町が誕生
昭和 38 年（1963 年）
旧北里村大字薬師寺を編入合
併

平成 18 年 3 月 20 日（2006 年）
師勝町と西春町が合併して北名古屋市が誕生

　このように、北名古屋市は約 100 年の間に、村から町へ、町から市へと、合併を繰り返しなが
ら、大きく発展を遂げてきました。
　現在の北名古屋市の良さや伝統は、こうした歴史の中で、市民のみなさんが独自の地域文化を融
和させながら築き上げてきたものだと言えるのではないでしょうか。

　チームで課題に取り組むとき、成果に夢中にな
り、メンバーの「気持ち」や「関係性」などに目を向
けることを忘れていませんか。
　ワークを通じてチームに起こる人間関係に目を向
け、どう働きかければよいかを自身の「気づき」から
学びます。

　補助金説明会の際に、広く社会から活動資金を集
めたい NPO のみなさんを対象として、自分たちの
活動の価値や意義を再確認しながら、多くの人たち
の共感や理解を得るための戦略的な「ファンドレイ
ジング」（寄附を中心とした資金調達）の手法を学ぶ
講座を開催します。

ファンドレイジングとは
単なる資金調達にとどまらず、共感をマネジメント
しながら組織と財源を成長させる力です。そして、
人々に社会課題の解決に参加してもらうためのプロ
セスです。寄付から社会的投資まで含みます。

11 月 30 日（木）午後 1 時 40 分 ～ 4 時
40 分
市役所西庁舎大会議室
津村 俊充 氏（南山大学名誉教授、一般社
団法人日本体験学習研究所所長）
岡田 衣津子 氏（一般社団法人日本体験学
習研究所研究員）
市民活動団体として登録している団体メ
ンバーなど
15 人程度（先着順）
11月15 日（水）までに市民活動推進課　へ。
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11 月 11 日（土）午後 1 時 30 分～
コミュニティセンターホール　
山崎 恵美子 氏（NPO 法人日本ファンドレ
イジング協会　東海チャプター共同代表）

と　き
ところ
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※対象事業、補助額、補助条件、対象経費などについて詳しくは、市民活動推進課にお問い合わせください。

平成30年度分の
「市民協働推進事業補助金」申請を募集します

～市民自ら行う公益社会貢献事業を支援します～

平成30年度分の
「市民協働推進事業補助金」申請を募集します

～市民自ら行う公益社会貢献事業を支援します～

グループワークによる人間関係づくり
～個人やグループの成長をめざして～

グループワークによる人間関係づくり
～個人やグループの成長をめざして～

説明会と同時開催
ファンドレイジング講座
説明会と同時開催
ファンドレイジング講座

市民協働マスコット
「北名古屋家のツツジきょうだい」

行政区域の遷り変り
うつ 旧師勝区域旧西春区域

北名古屋市の成り立ち

市民が主体となって行う公益社会貢献事業費の一部（対象経費の 70 ～ 80％）を補助

補助金部門

選考方法

補助内容

書類審査

申請期間

説明会

審査会

活動支援
（ホップ）

市民公益事業支援
（ステップ）

協働事業支援
（ジャンプ）

11 月 13 日（月）～ 12 月 12 日（火）

11 月 11 日（土）午後 1 時 30 分～　コミュニティセンターホール
内容：制度の概要、事業の流れ、提出書類について
ファンドレイジング講座同時開催

平成 30 年１月 21 日（日）午後１時～（予定）

公開プレゼンテーション、ヒアリングによる審査会

※図は旧村及び旧町の大字界を用いて作成したイメージです。

つじぷぅつじぽん

　これまで、2027 年に予定されているリニア中央新幹線の開業が、北名古屋市にどのような
影響を与えるのか、有識者のお考えを参考に、市民のみなさんと一緒に北名古屋市の未来につ
いて考えてきました。ここでいったん歴史をさかのぼり、北名古屋市がどのような成り立ちで発
展してきたのかを、ご紹介します。

第 8 回

問合せ　総務課

北名古屋市

師勝町西春町

師勝村

訓原村

六ツ師村

熊之庄村

鹿田村

九之坪村

下拾箇村

上拾箇村
かみじっかむら 明治 22年（1889年）

九之坪村（九之坪、加島新田）、
上拾箇村（法成寺、宇福寺、北
野、弥勒寺、鍜治ケ一色、徳
重）、下拾箇村（西之保、中之
郷、石橋、沖村、野崎 ) の３村
が誕生

か み じ っ か む ら

し も じ っ か む ら

しもじっかむら

西春村

参考人口 11,806 人（昭和 40年国勢調査）参考人口 13,205 人（昭和 40年国勢調査）

参考人口 84,153 人（平成 27年国勢調査）

参考人口 5,660 人（大正 9年国勢調査） 参考人口 4,542 人（大正 9年国勢調査）

参考人口 5,634 人（明治 9年西春日井郡誌） 参考人口 3,855 人（明治 9年西春日井郡誌）
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